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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） ド ナ ー 基 板 上 に 有 機 半 導 体 を 堆 積 さ せ 、
　 ｂ ） 前 記 ド ナ ー 基 板 上 の 前 記 有 機 半 導 体 を レ シ ー バ 基 板 と 積 層 し 、
　 ｃ ） 前 記 ド ナ ー 基 板 を 除 去 す る こ と 、
を 含 ん で な る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 レ シ ー バ 基 板 上 に 積 層 さ れ た 有 機 半 導 体 を 含 ん で な る 、 電 子 デ バ イ ス 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 実 施 例 は 、 半 導 体 の 積 層 の 例 で あ り 、 半 導 体 ド ナ ー を 蒸 着 に よ っ て 作 製 し た 。 マ イ
ラ ー ／ エ ル バ ッ ク ス ／ ラ テ ッ ク ス ド ナ ー シ ー ト を 熱 蒸 発 器 中 に 置 い た 。 ペ ン タ セ ン を 、 圧
力 ： １ ０ - 7 ト ル 、 速 度 ： 約 ０ ． ０ ２ ｎ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ で 蒸 着 し た 。 対 照 と し て 、 ゲ ー ト ／ 誘 電
体 ／ ソ ー ス ・ ド レ イ ン 構 造 を 含 む Ｓ ｉ チ ッ プ を こ の ド ナ ー シ ー ト と 一 緒 に 置 い た 。 約 １ ２
０ ０ ｎ ｍ の ペ ン タ セ ン を 室 温 で 堆 積 さ せ た 。 こ の ド ナ ー シ ー ト を 、 ８ ５ ℃ 、 ２ キ ロ ポ ン ド
で 、 対 照 試 料 と 同 一 の Ｓ ｉ チ ッ プ 上 に 積 層 し た 。 ペ ン タ セ ン は チ ッ プ 上 に 転 写 し 、 誘 電 体
（ ラ テ ッ ク ス ） は 転 写 し な か っ た 。 積 層 ペ ン タ セ ン の 結 果 は 、 蒸 着 ペ ン タ セ ン と 比 較 し て
、 図 ６ の よ う に 示 す 。 蒸 着 に 比 べ て 積 層 で は 移 動 度 が 減 少 し た 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 閾 値
電 圧 は 増 加 し た が 、 ト ラ ン ジ ス タ の オ ン ／ オ フ 比 は 、 同 じ か 又 は 向 上 し た 。 図 ７ に お い て



、 蒸 着 ペ ン タ セ ン は 上 側 の 曲 線 で あ る 。 オ ン ／ オ フ 電 流 比 は ２ × １ ０ 3 で あ る 。 図 ７ の 下
側 の 曲 線 は 積 層 ペ ン タ セ ン で あ る 。 そ の オ ン ／ オ フ 比 は 、 １ ０ 5 で あ る 。
　 本 発 明 の 好 適 な 実 施 態 様 は 次 の と お り で あ る 。
　 １ ． 　 ａ ） ド ナ ー 基 板 上 に 有 機 半 導 体 を 堆 積 さ せ 、
　 ｂ ） 前 記 ド ナ ー 基 板 上 の 前 記 有 機 半 導 体 を レ シ ー バ 基 板 と 積 層 し 、
　 ｃ ） 前 記 ド ナ ー 基 板 を 除 去 す る こ と 、
を 含 ん で な る 方 法 。
　 ２ ． 　 前 記 レ シ ー バ 基 板 は 可 撓 性 ポ リ マ ー で あ る 、 上 記 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ３ ． 　 レ シ ー バ 基 板 上 に 積 層 さ れ た 有 機 半 導 体 を 含 ん で な る 、 電 子 デ バ イ ス 。
　 ４ ． 　 前 記 デ バ イ ス は ト ラ ン ジ ス タ で あ る 、 上 記 ３ に 記 載 の 電 子 デ バ イ ス 。
　 ５ ． 　 前 記 レ シ ー バ 基 板 は 可 撓 性 ポ リ マ ー で あ る 、 上 記 ３ ま た は ４ に 記 載 の 電 子 デ バ イ
ス 。
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